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1. はじめに 

近年の日本では毎年のように豪雨災害が頻発

し，甚大な被害が発生している．本研究では，平

常時と災害時の利便性を評価することにより，災

害に強く住みやすいまちづくりに資する施設配置

に関する知見を得るため，令和元年台風 19 号によ

って被災した宮城県丸森町を対象とし，平常時及

び災害時の生活利便施設へのアクセシビリティを

評価することを目的とする． 

 

2. 研究方法 

丸森町の土地利用細分メッシュデータをもとに，

100m メッシュを GIS 上に構築した．株式会社ゼン

リンの建物ポイントデータをもとに，丸森町内の居

住建物が存在するメッシュを特定した（以下，居住

地メッシュ）．居住地メッシュと各利便施設までの

移動時間を自動車・徒歩の 2 つの交通モード別に算

出する．それらをアクセシビリティ評価指標に入力

し，居住地メッシュ毎の評価値を得る．次に，丸森

町・角田市・大河原町・柴田町の 4 市町における施

設を食料品,飲食,医療・福祉,被服・履物,公共施設,教

育,鉄道駅の 7 つの分析項目別に分類する．これらの

データをもとに平時のアクセシビリティを算出す

る．また，台風 19 号による浸水範囲を災害時の浸水

エリアとして設定し，浸水範囲と重なる道路は通行

不可，施設は利用不可として災害時の生活利便性を

評価する．設定した．7 つの分析項目,2 つの交通モ

ード,平時と災害時の 2 時点の計 28 パターンのアク

セシビリティを数値化した． 

 

3. 使用するデータ 

3.1 アクセシビリティの算出方法 

アクセシビリティ算出には，居住地から施設まで

の移動時間,交通モード別の距離減衰パラメータ,施

設の延床面積の 3 つのデータが必要となる．まず， 

OD コストマトリックスによって，居住地𝑖メッシュ

の中心点から各分析項目施設𝑗までの移動時間𝑡𝑖𝑗を

交通モード別に算出する．距離減衰パラメータを第

5 回仙台都市圏パーソントリップ調査によって算出

する．分析項目の施設延床面積を建物ポイントデー

タにより入手する．これらのデータをもとに各𝑖メッ

シュのアクセシビリティを算出する．本研究では式

(1)に示すポテンシャル型アクセシビリティ指標を

用いる． 

 

𝐴𝐶𝑖
𝑚,𝑛 = ∑ 𝑂𝑗 ∙ 𝑒−𝜆𝑡𝑖𝑗𝑗            (1) 

𝐴𝐶𝑖
𝑚,𝑛:交通モード𝑚,項目𝑛における𝑖メッシュのアク

セシビリティ値 

𝑂𝑗 ：施設𝑗の延床面積(㎡) 

𝜆    : 距離減衰パラメータ 
𝑡𝑖𝑗   :居住地𝑖メッシュの中心点から施設𝑗までの交通

モード𝑚による移動時間(分) 

 

3.2 距離減衰パラメータ 

距離減衰パラメータ𝜆を推定するため第 5 回仙台

都市圏パーソントリップ(PT)調査の平日のデータを

用いる．ただし，丸森町は PT の対象圏域外である

ため，仙台市以外の 17 市町村のデータを用いて推

定した． 

1 トリップ 1 手段のデータを用いた．移動時間を

5 分ごとに区切り，横軸にトリップ時間，縦軸にト

リップ割合を与え，を指数関数で近似することでパ

ラメータを推計した．徒歩では，パラメータ𝜆＝0.055,

決定係数 R2=0.7759，自動車では𝜆＝0.040,R2=0.8391

となった． 

 

4. 結果と考察 

 ここでは，分析を行った 7 つの項目のうち，食料
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品と飲食店のアクセシビリティを図示する．図 1 は

それぞれ食料品の徒歩の平時と災害時のアクセシ

ビリティの地図を示している．図 2 には，食料品，

飲食，医療，公共施設の各施設へのアクセシビリテ

ィ値を累積相対確率示す．それぞれ左図に徒歩，右

図に自動車によるアクセシビリティ値に関する図

を配置し，青のラインは平時，オレンジのラインは

災害時のアクセシビリティの値を示している． 

図 1 に示すように，食料品では，災害時のアクセ

シビリティ値の平時に比べて低く，災害の影響を大

きく受けていることがわかる．図 2 により，食料品

のでは，徒歩に比べ自動車のアクセシビリティが平

時に比べ，災害時で大きく減少していることがわか

る．これは，浸水による施設の機能停止に加え，浸

水による通行不可となる道路の影響が大きいため

と考えられる． 

飲食では，徒歩のアクセシビリティ値の平時と災

害時の差があまりみられなかった．これは丸森町の

飲食が食料品の 2 倍多いこと，中心部に多く見られ

ることなどが考えられる．自動車の平時と災害時の

差が開いた原因は食料品と同じと考えられる． 

医療・福祉では，徒歩のアクセシビリティ値の平時

と災害時の差が最も開いた．これは機能停止になっ

た施設の数が多いことが原因と考えられる．  

公共施設では，徒歩・自動車ともにアクセシビリ

ティ値が半減した．公共施設が丸森町のみを適用し

ていることと，阿武隈川沿いの地域の浸水による道

路機能停止が主な原因と考えられる． 

 

5. おわりに 

今回は丸森町内の施設データについて角田市・

大河原町・柴田町を含めた周辺市町村の施設利用

も考慮に入れたアクセシビリティ評価を行った． 

徒歩より自動車の方がアクセシビリティ値の減

少幅が大きいことや，道路機能の停止がアクセシ

ビリティ値低下に繋がることなどが分かった． 
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図 1 食料品 AC(徒歩、上図：平時時、下図：災害時) 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 各居住地のアクセシビリティ値の累積相対確率 

台風19号浸水範囲
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